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マサバは低廉多獲魚 として水産上重要な

資源 の一一つであるが,そ の漁獲量は1980年

以降100万 トンを割 り込み,年 次変動 はあ

るものの減少の一途 をた どってい る。近年

では漁獲量が1980年 代 と比べて半分以下

に落 ち込んでいる り。そのよ うな中,最 近

本種 を西 日本の一一部で天然種苗 もしくは人

工卵孚化種苗 を用いて養殖 され るよ うにな り,

養殖対象種 として注 目されつつ ある。 しか

しなが ら,マ サバ を対象 とした研究は,天

然海域か ら採捕 された親魚の生殖腺,卵 お

よび仔魚の採集によるものや,HCGホ ルモ

ンによ り産卵 を誘発 したものが大部分であ

り2～5),種 蒔生産 に関す る研究はほとん

ど見当た らないのが現状である。近畿大学

水産研 究所では人工種苗生産 に着手 し人工

艀化 した養成親魚か らの採卵艀化に成功 し,

「完全養殖」に成功 した。 ところが,自 然

産卵 したマサバの発生過程お よび初期成長

についての記載 は見当た らない。

本研究ではマサバ養成親魚 か ら自然産卵 し

た受精卵 の発生過程を観察 した。 さらに卵孚

化から30日 までの初期飼育 と成長 を基 に,

効率的な種苗生産 を行 う手法を検討 した。

試料および方法

供 試 魚 近 畿大 学 水産 研 究所 にお い て 自

然 産 卵 に よ り得 られ た仔 魚 をlll7日 間飼 育

した もの を用 い た。 実験 に用 い たマ サバ の

親 魚 は尾 叉長335±2.3cm,魚 体 重 は577.9

±144.8gで あ った。雌 雄 の判別 は腹 部 を圧

迫 して排 精 が確 認 で き た もの を雄 と し,そ

うで ない もの を雌 と し,各50尾 ずつ 取 り上

げ,同 実験 場 内の50ト ン水 槽 にお いて飼 育

し自然産 卵 に よ る採 卵 を試 み た。 水槽 の温

度 調 節 は行 わず 自然 条件 と した。 餌 は市販

マ ダイ配合飼 料鯛 ネ プ チ ュー ン3号(日 本

配 合飼 料 株 式会 社製)お よび 冷 凍 の オ キア

ミを飽 食 給餌 して 半循 環 式 ろ過 方式 で飼 育

した。 卵 の 回収 は排 水rlに 網 目の 目合 い が

0.576mmの 集卵 ネ ッ トを取 り付 け,ネ ッ ト

の 中 に集 め られ た卵 を希釈 倍 数 法 に よ り計

数 して産 卵数 を求 めた。

受精 卵 の観 察 沈 下卵 を取 り除 いた 後 に

10,000か ら20,000粒/ト ンの密 度 で 円形 水

槽 に収 容 した。水槽 の水温 は20°Cか ら21°C

に保 ち,収 容水槽 か ら毎 回20粒 ず つ 取 り出

し卵 の発 生過 程 を観 察 した。 受精 卵 の観 察

方法 は実体顕 微鏡 によ るCCDデ ジ タル カ メ

ラ(HC-2500FUJIPHOTOFILM社 製)映 像

をパー ソナル コ ン ピュー タ に取 り込 ん だ後

に計 測 ソ フ トウェ アSciconlmage(Scion

corporation社 製)を 用 い受精 卵 の卵 径 を計
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測 した。

初期 飼 育 卵孚化仔魚 は卵孚化 後2日 目か ら

S型 ワム シ βroo乃10鰍3rolz〃zψ/∂〃η18を,7「 」

目か らは アル テ ミア幼 生 オ〃θ捌050〃 ηoを 給

餌 した 。 卵孚化 後9日 目 よ り イ シ ダ イ

qρ1θgη01肱∫ ノね501α砺 お よ び イ サ キ

Porgρr151ψo〃101r〃例801z〃7卵孚化 仔魚 を,卵 孚化

後ll日 目か らは市販 のマ ダイ 用配 合飼 料 ア

ル テ ックK-2(日 清 丸紅飼 料株 式 会 社製)を

自動給 餌機 また は 手撒 き で 与え た。 また水

質 の安 定 を保 つ ため に卵孚化 後20日 まではナ

ン ノク ロ ロプ シス冠o〃70ご〃orop∫孟∫oo〃1α1αを

添加 した。

稚 仔 魚の 測 定 魚体 の測 定 は卵孚化後0日

目よ り毎 日20尾 を無 作為 にサ ンプ リン グ し,

氷 水で も しくは2一 フェ ノキ シエ タ ノー ルで

麻酔 した。卵孚化後17「1目 まで はサ ンプ リン

グ した 供 試 魚 を 実 体 顕 微 鏡 に 取 り付 け た

CCDデ ジ タル カメ ラで撮 影 した 、画像 は計

測 ソフ トウェ ア を用 い て測 定 を行 した。17

日 目以 降 は ビ デ オ カ メ ラ(FUJIPHOTO

FILM社 製FOTOVISION)で 撮影 し,計 測

ソフ トウェア を川 いて測 定 した。

発 育段 階の 区分 は 田中の 方法 に従 った6)。

卵 黄 を吸収 し尽 し,外 部栄 養 に依 存 し始 め

るまで を卵黄 仔魚 期(Yolksaclarvaperiod),

外 部 栄 養 に依 存 し,脊 索末 端 が直線 状 の 時

期 を前脊 屈 曲期(Prenexionperiod),脊 索 末

端 が 上屈 中で ド尾 骨や 尾 鰭 条 が発達 中の時

期 を屈 曲期(Flexionperiod),脊 索 末端 の 」二

屈 は 完 了 し,各 鰭 も分 化 す るが,未 完成 の

時 期 を後脊 索屈 曲期(Postnexionperiod),

それ 以 降 を稚魚 期(Juvenileperiod)と した。

結 果

産 卵 期 間 と浮 上卵 率 産卵 数 は 日に よっ

て 大 き く変動 したが,5月60か ら7.月9日

まで の650間 で46同 の産卵 が確 認 で きた。

5月 下旬 か ら6月 初 旬,お よび7,月 初旬 に2

度 の産 卵盛 期 が み られ た(Fig.1)。 この期

間 中 の水 温 は 両試験 区共・に22℃ 前 後 で あ

った。全産卵 期 間 を通 して の総産卵 数 は2.1

×106個 で あ り浮 ヒ卵 率 は41.5%で あ った。

浮L卵 率 につ い て は産卵 頻 度 が低 い もの の

6月 か ら7月 にか けて 高い値 で推移 した。

期間 を通 して の胚 体形成 卵 数 は8.6×104個

で あ った。 卵孚化率 は5月 下旬 か ら6月 初 旬

お よび,7月 初 旬 の2度 に亘 る産卵 盛期 時 に

高 い値 を示 した。 期 間 を通 して の卵孚化 率 は

10.0%か ら96.7%で あ った,受 精 卵 は ほぼ

球形 で産 卵期始 期 では1.13±0.02mmで あ

った が産卵 期末 期 には0.90±0.02mmと な

り産 卵 末期 に 小 さくな る傾 向 が認 め られ た。
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受精卵の発生過程 マサバ卵の発生過程

は,産 卵 直後の受精卵は胚盤が形成 された。

受精卵は産卵50分 後 には卵割が始 ま り2細

胞期 に達 した。 その後は5～20分 毎に分裂

を繰 り返 し,2時 間後 には桑実期に達 した。

6時 間50分 後には胞胚期 とな り,10時 間後

には嚢胚期 に達 した。受精卵は12時 間35

分後 には胚体形成 が始まった。14時 間40

分後には眼胞が形成 され,16時 間40分 後に
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は筋節 が 現れ た。26時 間40分 後 には レンズ

の形成 が確 認 で きた。 受精 卵 は32時 間50

分 後,卵 内 にお いて胚 体 の活動 を確 認 す る

こ とがで きた。胚 体 はそ の後40時 問ま で伸

長 を続 け,卵 孚化 直 前 の胚 体 は卵黄 を一周 し,

尾部 が頭 部 と重 な った。そ の後,39時 間40

分 で艀化 が始 まっ た。

仔 魚 の 成長 実験 期 間 中の全長 の推 移 を

Fig.2に 示 した。卵孚化 直後 にお ける仔 魚 の平

均 全長 は3.56±0.08mmで あった。艀 化後1,

5,10,20お よび30日 目では,そ れ ぞれ3.65

±0.23rnm,5.65±0.42mm,12.60±0.91mm,

58.90±6.02mmお よび96.02±4.89mmで あ

った。
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仔魚の発育段階は卵孚化後3日 目までは全

個体が卵黄仔魚期 であ り卵黄が存在 してい

たが,艀 化後4日 では全ての個体が前脊索

屈曲期に移行 していた。艀化後5日 目では

20%の 個体が脊索屈曲期へ と移行 してお り,

艀化後8日 には全ての個体で脊索屈 曲期へ

の移行が完了 した。脾化後10日 では65%

の個体が脊索の上屈 を完了 し,後 脊索屈曲

期へ と移行 した。後脊索屈 曲期への移行は

艀化後ll日 目で完了 した。卵孚化後13日 令

では40%の 個体が稚魚期へ と移行 していた。

稚魚期への移行は卵孚化後15日 目で完了 し

た 。
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飼 育 実験 に供 した収容 尾数 は35,250尾 で あ

っ たが 実験 終 了時 の30日 後 にお け る生残

尾数 は10,699尾 とな り,生 残 率 は30.3%と

な った。
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稚仔魚 は平常時においては水槽内に広が

り遊泳 していたが,艀 化後15日 を過 ぎる

あた りから光や物音に敏感 に反応す るよ う

にな り,刺 激を与 える と集 団を形成 し群行

動す るのが観察できた。 また,期 間を通 し

て稚仔魚 同士の共喰いはほ とん ど認め られ

なかった。

考 察

今 回の飼育実験 の結果 よ り,マ サバの発

育初期段階における成長は他魚種 と比較 し

て非常に早い とい うことが明 らか となった。

一17一



養殖 魚 と して最 も一般 的 なマ ダイ と成長 が

非 常 に 早 い と さ れ て い る ク ロ マ グ ロ

乃 初η〃31加 朋 〃∫の成長 と比較 して みた7)。

艀化 後0日 目の全 長 はマ サバ,マ ダイ お よ

び クロマ グ ロで はそれ ぞれ3.5±0.21nm,2.9

±0.lmmお よび3.7±0.lmmで あるが,卵 孚

化後5日 目で はそれ ぞれ5.6±0.4mm,3.3

±0.lmmお よび4.5±0.2mm,10日 目では

12.0±0.9mm,4.7±0.41nlnお よび5.8±

0.3mmと な り,マ サバ はマ ダイお よび ク ロ

マ グ ロの2倍 の以 上大 き さに成 長 して い る。

その 後 も成長 を続 け,艀 化 後20日 目に はマ

ダイ お よび クロマ グ ロでは7.5±1.6mmお

よび10.6±0.4mmで あるの に対 し,マ サ バ

で は58.9±6.Ommに まで成長 し,10日 間 で

4倍 以 上 に成 長 してい る。艀 化 後300目 に

は ク ロマ グ ロで は35.7±5.Ommで あ るが,

マ サ バ では全 長 が96.0±4.9mlnに 達 し,卵 孚

化 後0日 目と比較 して約27倍 にまで成 長 し

てい る。マサ バ の成長 に関 しては トlunterand

Kimerellが 行 った飼 育 実験 の 報告 が あ るが

9)
,そ の記 録 で は22.1℃ で飼 育 を行 った結果,

卵孚化 後lg日 目の全 長は24.lmmで あ り,そ

れ 以 ■ドの水 温 と比 較 して も最 も優 れ て い た。

今 回 の 実験 で は飼 育 水温 は 自然 水温 と した

が,飼 育水 温 が22.0℃ ～26.0℃ と渡部や 宇

佐 美 が調 査 した水 温 に比 べ 高か っ た こ とが

一 つ の要 因 にな り2・3)
、 この よ うな優れ た

成長 が認 め られ た もの と推 察 され た。 これ

らの こ とよ り,マ サバ の初 期 発 育段 階 にお

い て は少 な く とも水温26℃ まで は,高 成 長

が期 待 で きる こ とが示 唆 され た。 また,今

回 の成 長 か ら判 断す る と艀 化 後10日 目前

後 か ら相 対成 長 速度 が 以前 と比較 して大 き

くな る傾 向 がみ られ た。 この結 果 につい て

はHunterandKimerellの 結 果 とほ ぼ一致 し

ていた8)。 以上のことか らマサバは,本 研

究所で飼育 しているクロマ グロや他 の養殖

魚 と比較 して も,最 も優れた初期成長能を

持 っているこ とが明 らかになった。
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